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社会主義は、第一次世界大戦中のロシア革命を経て、日本における影響力を強めていた。新中間層の登場の一
方、低所得者は依然として大数を占め、社会主義は彼らの訴えと結びついた。普通選挙の実現や労働者の権利
獲得、女性蔑視の反対などを訴える運動を推し進めさせ、また、プロレタリア文学を築き上げさせた。 
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○学問 

●マルクス主義の影響 
使役する側「資本家」と使役される側「労働者」という二極化を打破し、 
真の平等を目指すという社会主義の一理論を、マルクス主義という。 

→マルクス主義は、知識人の間に広まり、学問の研究法にも影響を与えた。 
⇒1917 年、マルクス主義に影響された(１)      が、 
経済評論『(２)       』で貧乏廃絶を訴え、多くの読者を獲得した。 

 
昭和初期、マルクス主義の論者が次の２派に分かれ、 
マルクス主義による日本の現状分析と革命の手立てを議論した。 

①講座派…当面の課題は真の民主主義の実現 
…論者は分析の報告書『(３)                』の編集者野呂

の ろ
栄太郎ら 

②労農派…当面の課題は労働者・農民による革命の実行 
…論者は『労農』の執筆者 

 

●諸学問 
＜人文科学＞ 

(４)         …『(５)       』で独創的な哲学を展開 
(６)         …『古事記』『日本書紀』を科学的に分析し、 

『(７)          』（後に発禁処分
．．．．

）を著述 
(８)       …民間伝承の調査・研究を通じ、無名の民衆「常民」の 

生活史を解明する(９)     学を確立 
和辻哲郎…『古寺巡礼』で仏教美術に、『風土』で日本思想に言及 

＜自然科学＞ 
(10)       …梅毒スピロヘータの培養に成功、(11)     病を研究 
(12)         …KS磁石鋼を発明 
(13)         …国家・財閥の出資で設立された物理・化学の研究所 

…後に理研コンツェルンを形成した新興財閥の一つ 
 

●文学 
＜反自然主義文学＞ 
高踏
こうとう

派…対象から一歩離れ、高所から眺める一派 
…夏目漱

そう
石
せき
の『こころ』『明暗』、森鷗外

おうがい
の『阿部一族』 

(14)     派…官能的・享楽的な美の創造を目指す一派 
…(15)       の『腕くらべ』、(16)         の『刺

し
青
せい
』『痴人の愛』 

大正期の学問と芸術  

図１ マルクス 

図２ 河上肇 

図５ 和辻哲郎 図６ 野口英世 



プロレタリア文学 
労働者がいかに資本家から搾取されている

か、権利が蔑ろにされているかを訴えた作品。

政治批判も時に含み、発禁や逮捕に繋がった。

弾圧は功を奏し、文壇は次第に衰退した。

(17)     派…雑誌『(18)     』を中心に、個人主義・人道
．．
主義
．．
を
．
尊重する一派 

…(19)         の『その妹』『人間万歳』、 
(20)       の『(21)         』『(22)      』、 
(23)       の『和解』『(24)       』 

新思潮派…現実を新視点から見直す一派 
… 芥
あくた
川
がわ
龍之介の『羅生門』『鼻』『河童

かっぱ
』、 

菊池寛
かん
の『父帰る』『恩 讐

おんしゅう
の彼方に』 

＜プロレタリア文学＞ 
(25)            …社会主義の立場から労働者の姿を描く作品で、 

機関誌は『(26)     』『(27)       』 
…(28)      の『(29)          』、 

(30)         の『(31)      』 

＜大衆文学＞ 
大衆文学…大衆雑誌『キング』などに掲載された作品 

…(32)       の『(33)       』、吉川英
えい
治
じ
『宮本武蔵』、 

大佛
おさらぎ

次郎の『鞍
くら
馬
ま
天
てん
狗
ぐ
』 

◇1930 年頃より、江戸川乱歩の探偵小説も大衆文学扱い 
 

○芸術 

●演劇 
(34)       ・(35)       が創設した(36)         は、 
西洋近代劇(37)     の中心拠点となった。 

◇女優(38)         や「蝶々夫人」に出演した歌手(39)      が活躍 
 

●音楽 
(40)       が、日本で最初の交響楽団を創設し、作曲・指揮で活躍した。 

 

●美術 
1907 年に始まる文部省美術展覧会（文展）は、以降も回を重ねた。 

⇒一方、文展を嫌う(41)         ・(42)         らは、 
(43)      に参加して活動した。 

＜画家と代表作＞ 
横山大観…『生々流転』 

…日本美術院再興 
安井曽太郎…『金蓉

きんよう
』 

岸田劉 生
りゅうせい

…『麗子微笑』 
梅原竜三郎…『紫禁城』 

 

●建築 
(44)       …東京駅の設計 図10 『金蓉』 図 11 『麗子微笑』 図 12 『紫禁城』 

図９ 『生々流転』

図８ 山田耕筰 

図７ 芥川龍之介 


